
整理番号２ 

事 前 評 価 個 表 

事業名 森林環境保全整備事業（国有林） 事業実施期間 令和７年度～令和 11 年度（５年間） 

事業実施地区名 
（都道府県名） 

（おしまひやま） 
渡島檜山森林計画区 

（北海道） 
事業実施主体 

北海道森林管理局 

檜山
ひ や ま

森林管理署 

渡島
お し ま

森林管理署 

事業の概要・目的  本事業は、北海道南西部の渡島半島に位置する函館
はこだて

市を含む檜山森林管理署、

渡島森林管理署管内の２市 15 町に所在する約 256 千 ha の国有林野を対象として

いる。 

本計画区には、渡島半島を囲むように西部の日本海から津軽
つ が る

海 峡
かいきょう

、東部の

内浦
うちうら

湾
わん

（噴火湾）と特性の異なる海域に囲まれている。北縁には渡島半島最高峰

の狩場山
かりばやま

を有し、半島の脊梁部はなだらかな山地で形成され、東部の駒ヶ岳の一

体は周辺の湖沼を含めて国定公園に指定されている。 

このため産業としては、古くから水産業が盛んで、多様な形態の漁業が営まれ

ているとともに、景観的にも大沼
おおぬま

国定公園をはじめとする自然公園や温泉地も多

くあり、道内外や近年では海外からも観光客が訪れる道内有数の観光地であるこ

とから、森林景観的な配慮も必要である。 

また、この地域はブナ及びヒバの北限地帯であるとともに、トドマツの南限地

帯とも重なる温帯と亜寒帯の移行帯として、生物地理学的にも重要な位置をなし

ている。 

森林の現況は、約 657 千 ha の流域面積に対して約 81％が森林となっており、

国有林は森林面積の 48％ほどである。林相は、トドマツ（75％）、カラマツ（1

7％）を主とした人工林が約 64 千 ha、トドマツ、カラマツ、アカエゾマツ等の針

葉樹にカンバ類、ブナ等の広葉樹が混交する針広混交林の天然林が約 177 千 ha

となっている。 

森林の蓄積は北海道の平均 156 ㎥/ha に対して 106 ㎥/ha で、人工林の齢級構

成は 12 齢級をピークとする一山型であり、10 齢級以上の面積割合が約 77％を占

めている。 

また、森林面積の約 59％が水源かん養保安林を主とした保安林、約 39%が土砂

流出防備を主な目的とした保安林に指定されており、流域内の水源林はもとよ

り、駒ケ岳などの火山噴出物の流出に伴う土砂災害などを防ぐ森林帯として機能

するほか、基幹産業である農業及び水産業の振興及び観光資源の拡充に資する観

点から適切な森林整備が求められる。 

これらのことから、多面的機能の持続的発揮を図ることができる多様な森林づ

くりのほか、適切な間伐や主伐後の確実な更新、林地保全に配慮した森林づくり

の実施など、森林整備の必要性は一層増している。



さらに、路網と高性能林業機械を組み合わせた低コストで効率的な作業システ

ム、伐採と造林の一貫作業システム、低密度植栽、コンテナ苗植栽、機械下刈の

導入などによる造林作業の省力化及び保育作業の低コスト化の取組を図りなが

ら、森林資源の持続的な利用を一層推進して、引き続き社会経済生活の向上とカ

ーボンニュートラルに寄与する「グリーン成長」の実現に向けて国有林の役割を

継続的に果たすことが求められる。 

本事業ではこれまでの評価結果を踏まえ、地域の期待に応えるためにも広く、

地域の林業関係者等の意見を聞きながら、森林の有する公益的機能を持続的に発

揮するために必要な森林整備及びこれらを効率的に推進するための路網整備を実

施する。 

・主な事業内容 森林整備 更新面積    1,827ha 

保育面積  25,105ha 

路網整備 開設延長   33.96km 

 

・総事業費   13,470,194 千円（税抜き 12,245,631 千円） 

費用便益分析 

 

総便益（Ｂ）    57,280,039 千円 

総費用（Ｃ）    17,263,383 千円 

分析結果（Ｂ／Ｃ）    3.32 

森林管理局事業評価

技術検討会の意見 

事業の必要性、効率性、有効性が認められることから、本事業を実施すること 

が妥当であると考える。 

評価結果  

 

 

 

 

・必要性： 本計画区の人工林において、10 齢級以上の面積割合が 77%を占め、

森林資源の充実により本格的な利用期を迎えている。そのため、路網

整備と保育を中心とした森林整備と確実な更新作業を進め、効率的な

森林整備の実施により林業・木材産業の振興等に寄与することが期待

されている。費用便益分析の結果からも公共事業の採択に必要な評価

は得られている一方で、学術的価値の高いブナ・ヒバの北限地帯とト

ドマツの南限地帯や、駒ヶ岳山麓の湖沼を有する観光地の保全にも十

分に配慮した森林計画により、土砂災害防止機能/土壌保全機能及び

基幹産業である農業・漁業の振興に資する水源涵
かん

養機能等を始めとし

た森林の有する多面的機能の発揮が求められている。以上により、本

計画区の森林環境保全整備事業の必要性が認められる。 

・効率性： 今後の森林施業を見据え、利用区域内における施業の優先度を勘案

した路網整備が計画され、高性能林業機械を適切に組み合わせた作業

システムの定着、伐採と造林の一貫作業等による伐採再造林の経費縮

減、大型機械地拵や機械下刈の導入による労働強度の低減及び省力化

が図られていることからも、事業の効率性が認められる。 

・有効性： 計画的で効率的な本事業の実施により、森林の有する多面的機能が



持続的に発揮され、水源林の保全や地域の基幹産業である農業及び水

産業の振興や地球温暖化の防止等に寄与し引き続き効果の発現が見込

まれることからも、事業の有効性が認められる。 

 新規地区採択に当たっての審査項目（チェックリスト）、費用便益分析及び各

観点からの評価を踏まえて総合的かつ、客観的に評価したところ、森林の重視す

べき機能（特に水源涵養）に応じた適切な森林整備及び路網整備が効果的・効率

的に計画されていると認められる。 

 



様式１

事 業 名　： 都道府県名： 北海道

施行箇所 ： （単位：千円）

中　区　分 評価額

水源涵養便益 洪水防止便益 17,252,098

流域貯水便益 3,234,416

水質浄化便益 13,182,654

山地保全便益 土砂流出防止便益 16,846,551

環境保全便益 炭素固定便益 3,473,585

木材生産等便益 木材生産経費縮減便益 129,131

木材利用増進便益 21,397

木材生産確保・増進便益 1,766,738

森林整備経費縮減等便益 森林管理等経費縮減便益 65,669

森林整備促進便益 1,307,800

総　便　益    （Ｂ） 57,280,039

17,263,383

57,280,039

17,263,383

#REF! 71,397
参考

84,514,612

20,640,576

104,905,005

22,941,800

総　費　用    （Ｃ）

費用便益比 Ｂ÷Ｃ＝ ＝ 3.32

便　益　集　計　表

（森林整備事業）

森林環境保全整備事業（国有林）

渡島檜山森林計画区（檜山森林管理署・渡島森林管理署）

大　区　分 備　　　　考

費用便益比
（ｉ＝０．０２）

Ｂ÷Ｃ＝ ＝ 4.09

費用便益比
（ｉ＝０．０１）

Ｂ÷Ｃ＝ ＝ 4.57



森林環境保全整備事業
渡島檜山計画区 事業概要図

（檜山森林管理署・渡島森林管理署）

森林整備

更新面積 1,827 ha
保育面積 25,105 ha

路網整備

開設延長 33.96 km




